







窮處、坐看雲起時。偶然値林叟、談笑無還期。 （ 「終南別業」 ）
この詩を目にしたとき、詩人が中年に頗る好きだという「道」や
南山の「家」 、心の中の「興」 、目の中 「勝事」 内容について、想像力を馳せることもできれば、水の流れに沿って独りさまよい、





















ような後学が多くの視点から学び、考えることを可能にしている。中でも、日本の入谷仙介、丸山茂、中国の范淑文、譚朝炎をはじめとする大家たちの研究は、特に筆者にとって有益なものであった。小論はこれらの先行研究に基づき、詩人の人生の前半の生活と詩作を主に取り上げ、双方を照らし合わせ この時期の詩人の内面の変化の過程とその詩作の特徴の関連を分析し 「官であり隠である」という王維の生涯の特徴、すなわち彼にとっての「世に入る」ことと「世から出る」こと 意味について考察を行う。
王維の生涯は全体的に、 「エリートコース」を歩んだと言える。








右拾遺に任ぜられ、そ 後、河西の節度史 殿中侍御史 歴任し嶺南赴任、終南山隠遁 どを経た後に、再び政界に出て左補闕 任命された（以上は「王維詩全集」による
⑴
）キャリア上の浮き沈みを
いくつか経験したと 言え、五十四歳 晩年に 安 の乱」 遭遇して囚われの身となり、やむを得ず安禄山側の官職に就くまでは、「官であり隠である」という比較的に穏やかな人生を送ったと言え
る。まさにそうした間に、彼は優れた詩を大量に生み出し、当時の文壇の重鎮になったと同時、 「詩仏」として不朽な名声を後の世に残した。
その後、 上で触れたように、 「安史の乱」という極限状況が発生し、
王維の生命が直接的に脅かされ、 彼の朝廷官僚としての政治的節操が真剣に問われることになった。王維の選択は「志を曲げて身を守る」であった。私達はどのよ に王維の「不節操 を理解すべきか。王維の大量の詩作から、彼が生命の本質及び人生の意味について考える際によりどころとす 価値体系、つまり中国 伝統文化の中の「儒、道、仏」という多元な価値観の存在が見てとれる。しかし、注意しなくてはならな のは、 「儒、道、仏」の三者はもともと異なる思想体系であり、それらの間に共通点もある は言え、認識方法 前提となる世界観においては、根本的な違いが 。そのため、この三つ 異 思想体系について調べ 王維が具体的な人生 課題に取り組む際に、そのいずれを特に重視したか見極める必要がある。彼はどのように取捨選択して自 の心を落ち着 せたのか。そして、彼の取捨選択を規定 た要因とは何か。
現存する王維の作品の全体から見て、異なる時期の詩にはそれぞ




省察を分析し、この「詩仏」と尊ばれ いる唐代 偉大な詩人の真実にアプローチ ていきたい。この試みにより、古 中国文人の精神世界の深層を再認識すると同時に、やはり人生について真摯に考え、悩む今日の我々のために、意義あるヒントが得られるかもしれない。なんと言っても、 「生命の本質とは何か」 、 「人間はいかにして生きるべきか」は、今日におい も我々を悩ませ続けている 根本的な問いである ら。
王維について、先人達はすでに様々な観点から大量の研究を行い、












































の心を浄化し、その精神的境地を高める」こ は、すべての優秀な芸術作品が普遍的に追求している境地であり 必ず も背後に儒教の美学的詩教育精神が存在する必要がないと考えられ 次に、代の弊害を訴え、風刺と比喩によって遠回し 教化 、君主への愛と忠誠心と人民を救い助ける志を表現する「政教一致」こそがいわゆる「儒学 思想」の中核であり、この中核を取り除けば もはや「儒教の美学的思想」とは言えない ではないかと う疑問が



















































たからだと、 「祖国を裏切っ 敵に降伏」した李陵への深い同情を表している。この作品は後世において「や せなさを き表し、鬼神をも涙させ のに足る」と評されて る（前出 王維詩全集」Ｐ
12を参照） 。この二首の詩は、直接表現されてはいないものの、丁
寧に読み解けば以下のこ が自ずと見え くる。すなわち、儒教的な「功を立てる」人生観、ないし 君に忠をつ す」思想について、青年王維はすでにある程度冷めた目で見ている。二十一歳時の詩作「燕支行」では、全編で極力「漢家の天将」の勇猛無敵さを描写しているが、 しかし、 「交戦須令赴湯火、 終知上将先伐謀」
―
「孫子・























武も、戦場で手柄を立てたく血が騒ぐ少年の激情とは、鮮明な対比をなす。王維の早期の詩の中に見ら るこのような儒教的「功を立てて業績を残す」ことへ 、距離を置いた冷めた態度は 後に軍隊を慰問するために辺塞に赴いた際に書き残し 数 ない辺塞詩に見られる態度とは、本質的に一致する。 「老将行」 ような一見士気を鼓舞する詩に見える作品でも 丁寧 読み解けば、行間からはやはり、 「功を立てて業績を残す」こと 悲しさが滲み出ている
―







を立てて業績を残す」という人生観に対して距離 おいた、冷めた態度で見 いたと言える。王維 精神的世界のこのよう 独特さは、中国古代のその他の多くの文人とは明らかに異 って る。古代の文人官僚の内面は、往々にして、政治的情熱に満ちた段階から挫折
を受けて失望ないし絶望するに変わるという変化の過程を辿っていたのである。儒教思想に対して持つこの距離感は、王維の「温厚」な性格によるものとも言いがたい。というのは、同じく性格が穏やかでかつ最終的に「道、仏」 精神の安住の地を見出した白居易は、初めて政界に足 踏み入れた時はやはり極めて強い政治的情熱を示し、 かつ実際に行動で表した
―
そのために 「職務を超えて事を説」
いたという僭越の罪で江州に左遷されたほどである。文学創作をとっても、白居易が政界に入った初期に、奸佞な官吏に歯ぎしりさせ、権力者を怖がらせ、そして今日 依然と人々に親しまれ いる一連の諷諭詩を書 た。それらの作品こそが 儒教的「兼済」う理念、及び「興、観、群、怨」 よって政治を改善するという文学観の積極的な実践に他ならない。
王維が儒教的「功を立てて業績を残し」理念に対して鼓舞と賛美























リアを厭う気持ちを表している。そうした無力感と厭う気持ちは、単に官位の低さと挫折によるものではないと思われる。済州の任を離れ西 帰る際に綴られた「寒食汜上作」の中で記さ たのも、喜びではなく、 「歸客涙巾を沾す」であり、 「落花寂寂」とした晩春であり、山鳥のまばらな鳴き音の中の孤独であり、 「楊柳青青」の感傷で 「水を渡る人」の憂いである。男らしい功績を立てる野心ではなく、人生 「愛別離 苦しみ 方が常に、王維 共感をより誘うものであったことが、それらの詩から窺え 。そのため「別れを観る者」の中で、 他人の家の「愛子」との別れを目にした時、「行かずば養う可き無く
　
行き去らば百の憂い新なり」という人生
の苦しみは、 「窮辺徇微禄」のため すでに長らく家から離れていた王維も思わず涙したの る。
王維は後に、直接的にまたは婉曲に推薦を求め、最終的に高い官















子。干戈將揖讓、畢竟何者是？得意苟為樂、野田安足鄙？且當放懷去、行行沒餘齒」 。ここでもやは 、田舎老人の口を借りて儒教的功績の実体 なさを述べている。〈其の三〉は、詩人が俗世間の網に囚われ続けている理由を明白に述べている
―
「小妹日成長、兄弟未有娶。家貧禄既薄、儲蓄非





























応教」の中の「隔窗雲雾生衣上、卷幔山泉入鏡中。林下水聲喧笑語岩間樹色隱房櫳」などが挙げられる。見逃 ては ら いのは、応酬のための作品であっても、詩句に描かれた自然の事物 美しく真実味があり、権力者に媚びへつらうため ねつ造で ない。気分が沈み込んだ時も同様、 「自然」は王維にとって 重荷を下ろさせ、






題材にした彼の初期の全ての詩において、こうした特徴が顕著に見られる。 「早入滎陽界」 「千塔主人」 「渡河到清河作 などが例として挙げられる。初期の詩で「隠遁」あるいは 道」 、 「仏 に言及した作品では、すでに若き詩人の心底からの憧れがより明白に吐露れている。次に挙げる「濟州過趙叟家宴」がその例である、
雖與人境接、閉門成隱居。道言莊叟事、儒行魯人餘。深巷斜暉靜、閑門高柳疏。荷鋤修藥鋪、散帙曝農書。上客搖芳翰、中廚饋野蔬。夫君第高飲、景晏出林閭。
このような「人の世」にありながら、ひたすら老荘の道を考え、







く、逆に彼は青年期より自然の中から「曠然銷人憂」という体験を得ており、俗世間を離れた「世から出」た生活に熱烈にあこがれたことが窺える。 早い時期か こうし 内面の特徴を示したのは、やはり彼の仏教信仰が原因であると思われる。仏教を篤く信仰する母親が、彼の世界観に最初にして最も深遠な影響を残した可能性が大きい。また、王 生きた時代は禅宗の盛ん 時期で、禅宗の思想の中では、 「真心」一元論
―
「真如縁起」論は、 世界の根源、
宇宙 実体を「真如」とし、 そこからこの世のすべてが派生（縁起）したとしている。人為的に手を加えられていな 状況下で万物が示す「自然無碍」の状態が すなわち仏理 顕現である。つまり「青青翠竹、尽是法身；郁郁黄花 無非般若」ということである。大自然の「無造作」な無垢な美と無限さは 政界で人々が戦わせる「計算高い心」 、 「塵のよう 考え」 そして「稲妻」のようにはかない「朝露の身」とは、比較にならないほどの境地の相違を形成している―
この点は老荘思想とも共通している。詩人が大自然の中で体
験し認識したのは仏理の奥深さで、もちろん老荘 世界観でもあり、名声と利益を競う俗世間という場の下劣さに対して当然軽蔑ないし嫌悪を抱かざる 得ない。そのため、 王維の詩 世界において 「俗世間」や「人間的営み」が極度に回避されていることも理解できる。注意すべき点は、自然と調和した生活は忌み嫌う対象 は含まれず王維の目にはむしろ 大自然に囲まれた田舎の生活は 穏やかで、質素で、無造作なものに映っている、








































































II ） 、 『異文化を超えて
―
“アジアにおける日本”
再考』東英寿
　
秋吉收（編）
　
花書院出版
　
２０１１年
「王維の自閉的志向」内田誠一『中国古典文学論集』 （松浦友久博士追悼記
念中国古典文学論集刊行会）研文出版
　
２００６年
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